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スピーキングテストの形式が学習者の情意面に及ぼす影響
一直接テストと半直接テストの比較を通して一
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1.はじめに
現在の中 ・高等学校の学習指導要領では 4技能を統合した活動が奨励さ
れ，これまで以上にコミュニケーション能力の育成，特にスピーキングカ
の育成が重視されている 。それと同時にこれまで以上に適切な評価が求め
られてきている(深津， 2014)。 また ，文部科学省が公表した「グローパ
ル化に対応した英語教育改革実施計画J (平成 25年)の一つに ，4技能の
測定可能な資格・検定試験等の活用が提言 され，今後，スピーキングテス
トの必要性がますます高まると考えられる 。
学習者のスピーキング能力を高めたいなら，スピーキング活動だけでな
くそれを評価する必要がある 。 しかしながら 実際の学校現場では日常の授
業でスピーキング活動は行われているのに，その活動についての評価がな
おざりになっていることが多い (Hirai& Koizumi， 2009;岡田， 2015)。 こ
の理由のーっとして，スピーキングの評価の実施は限られた時間と人材で
適切な評価を行うことが難しいとされ，残念ながらスピーキング評価は今
も発展途上である(伊東，2008)。 しかしながら，スピーキング評価はス
ピーキング能力の育成に重要な役割を果たしており (Luoma，2004) ，他の
技能と同様に定期的そして継続的に，スピーキング評価，つまりスピーキ
ングテストを行う必要性があると考えられる。
スピーキングテストに伴う時間に関する問題の解決策として，学校現場
では，学習者の発話をコンビュータや ICレコーダに録音し，後に評価を行
う形式をとることがある O このような形式のスピーキングテストは，教師
と学習者が直接対面でやり取りを行う(face-to-fac巴 interaction)スピーキン
グテストと比べ，対話者がいない状態で学習者は発話を行うため，実際の
コミュニケーション場面に即していないと 言 えよう。しかしながら，この
形式では一斉に録音する ことが可能であるため，テスト時間そのものが短
縮でき，テスト中の教師の負担も軽減できるという利点がある 。
本研究は，今後 これまで以上にスピーキングテストの必要性が高まり，
外部検定試験におけるスピーキングテストの利用も増えていくと考え られ
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る中で，試験官(対話者)と 一対ーの対面式で行う場合と ，対話者が存在
せず発話を録音する形式で行う 二つのスピーキングテストを比較した場
合，どちらが学習者にとって好ましい形式であるのか，また，スピーキン
グテスト形式の違いが学習者の情意面にどのような影響を及ぼすかを調査
することを目的とする。
2.先行研究
2.1. スピーキングテスト形式
スピーキングカを評価するのに 3種類のテスト形式，①間接テスト
(indirect test) ，②直接テスト (directtest) ，③半直接テスト(semi-direct 
test) がある (Hughes，2003; 0 'Loughlin， 2001; Qian， 2009) 。
間接テストは，我々が測定したい能力を直接測定する代わりに，スピー
キングの下位技能や知識を問うテストである (Hughes，2003)。たとえば，
Lado (1961) の発音テストでは，プ リントに書かれてある単語の中から他
と異なるものを選ぶ形式をとっており，学習者は直接発音することが要求
されていなし、。この種のテストは， 日本の大学入試セ ンター試験英語筆記
問題の第 1間にある発音・アクセント問題にもあてはまる 。間接テストは，
試験官の数や負担を軽減し，実施に必要な時間を減らすという利点がある
が，学習者のスピーキングカという点、で正確に測定しているわけではなく，
テストの妥当性という点で問題がある 。
直接テストは，我々が測定したい能力を直接測定するテストである。 Hughes
(2003， p.17) は測定したい能力を学習者が正確に遂行していることを確
かめたいとき ，テストは直接的であるべきだ」と述べている。スピーキング
の直接テストにおいては，通常， 一人 もしくは複数の試験官がその場にいて，
対面形式で，受験者とやり取りをすることが求められる。直接テストは実際
のコミュニケーションのやりとりに近い形を反映したテスト形式だとされて
いる一方で，試験官が主導権を握っており， 受験者が質問する ことも通常要
求されないという点で模擬的なやり取りにすぎないという指摘もある
(O'Loughlin， 2001) 。
半直接テス トは，試験官の代わりにコンビュータ上の画面や紙面上で指示
がなされ，学習者はそれに従って発話をし，発話を録音する形式である。半
直接テストでは，評価は後に行われるため，その場に試験官がいなくても実
行でき，また CALL教室などで一斉に録音できるために，時間が短縮され，
コストがかからず効果的である (Qian，2009)。コンピュータ技術の発展に伴
い，昨今スピーキングテストにおいて半直接テス トの形式が頻繁に使われる
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ようになってきている (Qian，2009)。一方，実際のコミュニケーションは対
面式で行われるため，やりとりがない半直接テストは自然でなく (Luoma，
2004) ，テストの妥当性という点では直接テストのほうが有利であるとされ
ている。
この 3つの形式の中で，間接テストはテスト中話すことが要求されていな
いため，スピーキング能力を測定するのには一般的に妥当でないとみなされ
ている (O'Loughlin，2001)。現在，スピーキングテス トの形式として通常使
われているのは直接テストと半直接テストである。 したがって，本研究では
直接テス トと半直接テストに焦点をあてた比較調査を行う 。なお，本研究で
いう直接テストは試験官と受験者がその場で行う対面式のテスト形式(live， 
face to face testing format) とし，半直接テストは，紙面等に指示が与えられ，
それに対する発話をテープ，コンビュータや ICレコーダ等に録音するテスト
形式 (tapeor digital-recorded testing format)とする。
2.2.半直接テスト vs直接テスト
これまで，ス ピーキングテストにおける直接テストと半直接テストにお
ける特徴の比較，それぞれのテス ト形式で行った場合のテストスコアの比
較，それぞれのテスト形式に対する学習者の情意面の比較に関する様々な
調査研究が行われてきている(たとえば， Brown，1993; 出口， 2013;Hughes， 
2003; Luoma， 2004; N akamura， 2015; O'Loughlin， 2001 Qian，2009， etc.)。
表 lは，スピーキングテストにおいて直接テストと半直接テストのどち
らを学習者は好むかを調査した先行研究の一覧である O 調査研究者及び，
調査研究を実施した年，テストタイプ(またはテスト名) ，学習者が好ん
だテスト形式の割合をパーセンテージで表している。多くの先行研究では，
直接テス ト， つまり対面式のスピーキングテストのほうを好む学習者の数
が多いという結果が出ているが，半直接テストのほうを好む学習者の数が
多いという研究，あるいは中立の立場の数が多いという研究も見られる 。
直接テストのほうが好ましいと 考える典型的な理由として機械に向か
つて話すより人(対話者)に向かつて話す方がいし、J，テスト中，直接
テストではやり取りがあり実際のコミュニケーションの場面に近しリなど
があげられている。
学習者のスピーキングテスト形式の好みはさまざまであるが ，テストの
スコア自体有意差は見られないという研究もある 。 たとえば，Nakamura 
(2015) は，英検テストにおいて ，従来からの対面式である直接スピーキ
ングテス トと新しく開発されたオンラインによる半直接スピーキングテス
トのスコアの比較及び学習 者のテス ト形式の好みの調 査を行った。
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Nakamura (2015)は，より多くの受験者(全体の 53%) は半直接テストよ
り直接テストを好む傾向があるが，スピーキングテストのスコア自体，両
者のテス トでは有意差は見られなかったと報告している。
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今後スピーキングテストの必要性がますます高まると考えられる日
本の英語教育の中で，日本人学習者を対象としたスピーキングテスト形
式がどのように学習者の情意面に影響を及ぼすかという検証が必要で
ある。またこれまでの研究のように質問形式は主に研究者が設定した多
肢選択式ではなく，それぞれのテスト形式でどのように感じたかを記述
してもらい，学習者の声を反映する必要がある。
3.研究上の聞い
木研究は， これまでの先行研究の追調査として，日本人学習者を対象と
しスピーキングテストの形式と学習者の情意面に焦点をあて ，以下 2点を
研究上の問いとして設定した。
1.直接スピーキングテストと半直接スピーキングテストでは，学習者の反
応や認識はどのように異なるのか。
2.学習者は，直接スピーキングテストと半直接スピーキングテストではど
ちらの形式を好むのか。またその理由は何か。
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なお，本研究では，調査者の勤務先の施設環境の関係から，半直接テス
トはオンラインで指示を与え，コンビュータに音声を録音する形式ではな
く，紙面上に指示を与え，ICレコーダに音声を録音する形式をとった。
4.調査
4.1.調査参加者
調査参加者は，調査者が勤務する 2015年度私立大学 l年生の共通教育科
目英語 Iを受講している薬学部 49名(以下グループ 1) ，生命工学部 36
名(以下グループ 2)の計 85名である 。両グループには同じ授業内容，授
業形式を与えており ，シラパスも同様であるが，授業は学部別で実施して
いる 。また今回の調査参加者の英語のレベルは 2015年度入学時のプレスメ
ントテスト (A.C.E.Placement:英語運用能力評価協会)において，それぞれ
のクラスの平均はともに Level3に値し，英検に換算すると準 2級レベルと
なる。
日常の授業ではスピーキングテストを実施しておらず，今回の調査で初
めてスピーキングテストを実施する 。
4.2.調査方法・手順
調査参加者全員に試験官 (調査者)と直接対面して行う直接スピーキン
グテストと IC レコーダに音声を録音する 半直接スピーキングテス トの両
方を受験してもらった。
スピーキングテスト内容は Hirai& Koizumi (2009)が中級レベルの英語
学習者を対象に開発した StoryRetelling Speaking Test (SRST)を用いた。
ただし，本研究では， Hirai & Koizumi (2009)が実施したような初見の英
語を リテ リング(reteJling)するのではなく，授業で学習した英文内容をリ
テ リング し，その後話の内容に関する 質問に答える形式をとった。なお，
通常の授業では， リテ リング活動は実施していない。 しかしながら，調査
参加者が IC レコーダの使い方がわか らないという理由でテスト にマイナ
スの影響を与えないように，テスト実施前の授業で，テス トとは別の教材
を使いリテ リングの活動を行い，リ テリングの内容を ICレコーダに録音す
る活動を行った。
直接テストと半直接テストそれぞれのテストには，日IJの教材(教材 A・
教材 B)を用いた。教材 A'Bは授業で使用しているテキスト NewHeadway 
Video Beginner( Oxford)の Episodel' Epi sode 2であり ，それぞれの readability
は Fleschreading easeテストにおいて教材 A (Episode 1)が 98.3，教材 B
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(Episode 2)が 93.5であった。両教材 とも初級レベルであり ，readability 
は同 レベルと 言える 。
テスト事前に調査参加者にアンケートを取ったところ ，中 ・高等学校で
スピーキングテストを経験したことがないと答えた調査参加者は 85名中 ，
38名(約 44%) であったため，初めてのスピーキングテス ト形式のほうが
緊張すると考え，グループごとにスピーキングテス ト形式の順番を変えた。
グループ 1には最初に直接テス ト (教材 A)を，翌週に半直接テスト(教
材 B) を実施した。ま た，グループ 2には最初に半直接テス ト (教材 B)
を， 翌週に直接テスト (教材 A) を実施した。表 2は実験の概要を表 して
し、る。
表2 実験の概要
参加者 | テスト l回目 ァスト2回目
グループ 1 I直接テスト 教材A 半直接テスト 教材B
グループ2 I半直接テスト 教材B 直接テスト 教材A
調査参加者には，スピーキングテス トを実施する こと，スピーキングテ
ストの 内容は授業教材の リテリングをしてもらう こと，その後教材の 内容
に関して二つの質問が関われる ことを事前に知らせた O リテリングを行う
教材の範囲は伝えたが，リテリング後に行う質問の 内容は知らせなかった O
調査参加者は リテ リングに関しては事前に準備をしてきてもいいが，テス
ト中は，プリン ト， 筆記用具等の持ち込みはすべて禁止し，口頭でリテ リ
ングを行うように指示した。
テストの実施場所は半直接テス トにおいては通常授業で使っている教室
で行い，直接テス トはコンビュ ータ室で行った。直接テス トにおいては準
備ができたものから，調査者との対面テストを行った。テストが終了した
ものは，テス ト内容を他の参加者に言わず，定期考査前でもあったので，
静かにテスト勉強をするように伝えた。半直接テス トの場合，ICレコーダ
を 10台準備し，こちらも準備ができたものから ICレコ ーダに録音するよ
う指示した。 スピーキング中は，発話において失敗したとしても ，そのま
ま続けて録音するよう指示し，録音 をし直すことは禁止 した。 リテリング
後の教材の内容に関する 質問に関しては，半直接テス トの場合，紙面上に
質問内容を記した。直接テストの場合は，調査者が英語で質問をした。
両テス トとも ，リテ リング後本文に関する質問は，以下のとおりである 。
1) Did you like this story? If you like this story， tel me why. If you don't， why 
notワ
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2) Which character do you like the best in this story? Tell me the reason 
即興に答える 質問を入れた理由は，調査参加者に事前に準備ができるス
ピーキングだけでなく即興のスピーキングも必要であることを認識しても
らうためである。即興のスピーキングも含めて，テスト形式の違いが調査
参加者の情意面にどのような影響を及ぼすかを調査した。
それぞれのテストの形式に関して調査参加者の反応や認識を調査するた
め，それぞれのテスト終了後，アンケート(自由記述欄を含む)を取った。
アンケー卜の質問項目は直接テストと半直接テストともに同じにした。ア
ンケートの質問項目は，出口 (2013) 及び Hirai& Koizumi (2009)がそれ
ぞれの研究の中で用いた項目に基づいて作成した(付録参照)。
5.結果
5.1.テストに対する情意面に関するアンケート結果
調査参加者が直接スピーキングテストと半直接スピーキングテストをそ
れぞれ受験した後， 二つの異なる形式のスピーキングテストに対してアン
ケー卜を実施した O アンケート 内容は，直接テスト ，半直接テスト同項 目，
同内容であり ，①テスト中の緊張に関して，②テスト内容の公平性に関し
て，③テスト 内容の難しさに関して，④テスト内容の好意性に関して，⑤
テスト中の自身の実力発揮に関して，⑤テストの有益性に関して，⑦英語
力の上達に関しての 7項目を問い， 5件法で評価してもらった。 5が「とて
もそう思う J， 4が「そう思う J， 3が「どちらともいえなしリ ，2が「そ
う思わなし、J， 1は「全くそう恩わない」 とした。表 3はそれぞれのテス
トに対するアンケー卜の結果である川
緊張度及び難易度に関して以外， どの質問項目においても直接テストの
ほうが半直接テストより高い平均値であった。 また直接テストと半直テス
トの差異を確認するために ，対応のある t検定を行った結果，緊張度 (1(167) 
= -2.19，p = .03， d=ー0.34)，難易度 (1(167) = -2.60，p = .01， d=ー0.40)，好
意性(t(167) = 2.50，p = .013， d= 0.39) ，実力の発揮(t(167) = 2.91，p = .00， 
d = 0.45)に関する 4項目においてそれぞれ有意差が見られた。一方，公平
さ(t(167) = 1.14，p = .25， d= .18) ，テストの有益性(t(167) = 0.52，p = .60， 
d = 0.08) ，英語力の上達 1(167) = 1.22，p = .23， d= 0.19) に関しては，有
意差は見られなかった。
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表 3 テストに対する情意面に関するアンケー ト結果
直接ァスト 半直接テスト
t値 効果量
人主主 平均 僅準偏差人数平均 還準偏差 (d) 
①緊張度 84 4.06 1.08 85 4.39 0.86 2.19 0.34 * 
②公平さ 84 4.07 0.99 85 3.89 1.02 1.14 0.18 
③難易度 84 3.32 1.04 85 3.75 1.11 2.60 0.40 * 
④好意性 84 3.65 0.98 85 3.29 0.90 2.50 0.39 * 
⑤実力の発揮 84 2.99 2.54 85 2.54 1.02 2.91 0.45 * 
⑥テストの有益性 84 4.02 0.96 85 3.95 0.80 0.52 0.08 
⑦英語力の上達 84 4.00 1.01 85 3.80 0.86 1.22 0.19 
本 pく 05* pく 01
アンケー 卜にはそれぞれの質問に対して，その理由を述べる自 由記述欄
を設けた。以下， 自由記述欄の内容を分析していく。まず，緊張度に関し
ては，両方のテスト形式において平均値が高かったが，その理由として英
語に対する自信のなさ，テストに対する不安が多かった。半直接テス トだ
けにあげられた理由として ，対話者の不在による不安が見られた。直接テ
ストでは逆に対話者がいるため緊張したという理由が見られた。
公平さに関しては，テスト 内容が同じ，テスト条件が同じという理由が
一番多かった。直接テス トと半直接テストに特徴的な理由は特に見られな
かった。
難易度に関しては一度学んだ内容であったためやりやすかった」と
いう理由がある一方でリテリングに慣れていなく何をどうまとめてい
いかわからなしリという理由も両テストで見られた。自由 記述の中には 「緊
張したから 」 という 回答も多く ，テストは緊張度と関わっていることが推
測される。また 「質問に答えるのが難しかった」 という理由も見られた。
半直接テス トでは先生がいる場合は(質問に対する答えがこれでいい
のか)表情でわかるけれども， ICレコーダに録音するだけでは これでいい
のかわからず不安だった」 という理由が見られた。
好意性に対しては 「自分で構成できるから授業で習った内容である
のでやりやすかった楽しかった」 という 肯定的な意見がある 一方で，
「英語が苦手だから自信がなしリ 等の意見 も見られた。直接テス トで
は 「先生が一人一人面接してくれるから先生がしっかり聞いてくれて
いたから 」 といった試験官の対応に関する理由があげられていた。
実力の発揮に関しては，他の項目より 平均値が低かった。その理由 とし
て 「緊張したから英語が苦手だから 」 という理由が一番多かった。一
方，直接テストでは 「要約，スピーキング，リスニング，いろいろな能力
を使わなくてはいけないから J といった理由も見られた。半直接テス トで
168 
は「失敗したときやりなおせなし、から」という理由もあげられていた。
調査参加者は両形式のスピーキングテストの有益性を評価しており ，ま
たこの種のスピーキングテストの継続が英語力の上達につながると肯定的
に認識しているようである。 r苦手だけれどもスピーキングカは必要であ
るJ， 緊張はするがテストは必要である 」 と認識している意見が多く見
られた。直接テストでは「対話が楽しかった」 という意見も見られた。
5.2.評価に必要な技能に関するアンケート結果
スピーキングテスト終了後に，それぞれのスピーキングテストでは，ど
の力(読解力，スピーキングカ，コミュニケーションカ，発音力 ，言語知
識の活用)が評価 されたか，またどの力が必要と思うかに関するアンケー
トを取った。表 4がその結果である。
表 4 評価に必要な技能に関するアンケー ト結果
読解力
スピーキングカ
コミュニケーション力
発音力
言語知識の活用(文法力 語葉力等)
* p < .05 傘牟 p く 01 
直接テス ト
人数 平均 標準偏差
84 3.79 0.98 
84 4.27 0.98 
84 3.94 1.00 
84 4.02 1.08 
84 4.10 0.98 
半直接テスト 日 効果量
人数 平均標準偏差 U 陣 (d) 
85 3.74 1.07 0.28 0.04 
85 4.30 0.93 0.10 0.02 
85 3.48 1.12 2.81 0.43 *ネ
85 4.08 1.00 .0.44 '0.07 
85 4.25 0.95 ・1.02 ・0.16
両テス トともそれぞれの項 目にそれほど大きな差は見られなかったが，
コミュニケーション力に関して，平均値に差が出ており，有意差がみられ
た (t(l67)=2.81，p=.01，d=0.43)。今回のテストでは，調査参加者は直
接テストのほうがよりコミュニケーションカが必要だと感じたようであ
る。
5.3.学習者にとって好ましい形式に関するアンケート結果
両テストが終了した時点で，調査参加者にどちらのスピーキングテスト
形式が自分にとって好ましいと思うかをたずねた。表 5がその結果である 。
表5 参加者にとって好ましいステスト形
式アンケート結果 (1=85) 
ァスト形式
直接テスト
半直接テスト
どちらともいえない
?
??
??
明
45.9 
20.0 
34.1 
今回の調査では，半直接テストあるいは，中立的な立場の「どちらとも
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いえない」 と答えた数より ，直接テストのほうが好ましいという数が多か
った。 これまでの多くの先行研究の結果と同じ傾向になったと 言 えよう 。
直接テストのほうを好む理由として自由記述欄には先生のリアクシ
ヨンがあったほうが安心するから先生としたほうが間違えても頑張ろ
うと思える先生が相槌をうってくれたので安心して話せた」 というよ
うなコメントが見られた。今回のテストでは，対話者である試験官が授業
担当者(調査者)であったため，安心感があったという理由が見られる o
また 「相手の表情を見ながらのほうが楽ししリ fICレコーダに録音するよ
り，直接相手がし、る方が，内容が伝わりやすいと思う fICレコーダのほ
うは機械に朗読しているようなものだから 」 というように，実際のコミュ
ニケーション場面を想定し，話す相手がいることを重視する意見も多く見
られた。
一方，半直接テストのほうを好む理由として 自分のペースで進める
ことができる人がいると緊張してしまう一人で行えるので緊張し
なしリというような理由があげられた。 またどちらでもないと答えた理由
として 「どちらもよかった特にかわらないどちらも緊張したから」
などの理由があげられた O
6.考察とまとめ
本研究は，調査参加者が形式の異なる 二つのスピーキングテストを受け，
どちらの形式が学習者にとって好ましいか，またそれぞれのテスト形式に
対してどのような反応や認識を持っかを調査することを目的とした。
アンケー卜による量的・ 質的分析の結果，今回の調査では，直接テスト
のほうが ，半直接テストより調査参加者にとって好ましい傾向にあること
が分かった。 この結果は これまでの先行研究が示す多くの結果と同じ傾向
にある。直接テストのほうを好む主な理由は，これまでの先行研究が示す
ように ，対話する 「相手」がいるということであった。相手がし、ることに
より，緊張する場合もあるが，緊張や不安が和らぐこともある。同じテス
ト内容であっても，相手がし、る直接テストのほうが半直接テストより ，コ
ミュニケーションカがより必要であると調査参加者が認識している結果が
出たことも興味深い。
Krashen (1985 1の情意フィノレター仮説 (AffectiveFilter Hypothesislによ
ると ，学習者の情意面と言語学習習得は密接な関係がある 。情意フィルタ
ーは，言語テストにおいても作用し，学習者の情意面がテストに影響を及
ぼすと考えられる。本研究においても ，学習者の情意面がテス ト形式に対
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する認識に影響を及ぼしたと 言 えそうであるが，これに関 してはさらなる
調査が必要である。スピーキングテストの多くは，今後， コンビュータ技
術の発展に伴い，半直接テス トの形式で開発が行われていくと 予測 される 。
しかしながら， 本研究の結果及び先行研究の結果に表れているように，ス
ピーキングテス トを受験する学習者の多くは直接テス トを好む傾向にある
と言えよう 。 もし先行研究の多くの結果及び本研究の結果の傾向が主流で
あるならば，今後，テスト開発者及び教師は，学習者が好ましいと考える
スピーキングテストの形式にも注意し，学習者の情意面に配慮した形式を
考えていく必要がある 。
今回のスピーキングテス トは， Hirai & Koizumi (2009)が開発した SRST
を用いた。 この種のスピーキングテス トに対しては，調査参加者はテスト
に対して緊張はしたものの，直接テス ト，半直接テス トに関わらず，英語
を勉強する上で有益であり，継続的に行っていけば英語が上達すると肯定
的にとらえていることが分かった。スピーキングテストの実施はテス ト形
式に関わらず，スピーキング能力の 向上を 目指すためにも必要だという議
論は別の機会に深めたいと考える。
最後に，今後の課題を 3点述べる。 l点 目は，今回は授業担当者が試験
官 (調査者)であったため，直接テストのほうが好 ましいという結果が出
たかもしれない。初対面の試験官であった場合， どのような結果が出るか
さらなる調査の必要がある o 2 点 目は，今回の調査は，学習者の情意面に
焦点をあてるだけで，スピーキングテス トのスコアは対象としなかった。
今後それぞれのスピーキングテス トのスコアとテスト形式の関係を調査す
る必要がある 。3点 目として ，今回の調査はスピーキングテス トそのもの
に慣れて いない学習者を対象とした。今後 ，スピーキングテストを重ね慣
れたころに ，直接テス トと半直接テス トを実施した場合，どのような反応
や認識を示すか調査してみる 価値はあると考えられる 。
注
1) 直接スピーキングテス トで l名欠席者がいたため，合計 84名になっている。
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付録 アンケート質問項目
学生番号 名前
本自のスピ キングテストを終えて、以下のアンケ トに害えてください。
1スピーキンゲテストを畳けているときとても居彊した
その理由(
2スピーキングテストの内容は公平だと居じた
その理由(
3スピーキングテスト白内容は難しかった
その理由(
4スピーキノグテスト'"内容は好意的に感じた
その理由(
5スピーキングテストで自分のカを尭障することができた
その理由(
6今回のスピーキンゲテストは英語を勉強する上で有益だと串じた
その理由(
7この種のスピーキンゲ活動を凋需に行っていれば自分田英語は上遣すると思う
その理由(
まった〈そう思 どちらともいえ
そう恩わ'.い 、 そう思う とてもそう思うわない 伝L
今回のスピーキングテストでは以下のどのカが評面された(0'どの力が必要だ)と思いますかっ
8読解能力
9スピーキングカ
10コミュニケー ション能力
11尭膏カ
12言語知識の活用(文法力、語集力等)
13今週と先週田スピーキングテストではどちらのほうがいいと思いますか。
その理由(
1 IC向対面式 3どちらともいえない
?????』?
